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音楽専攻創立50周年記念

ホームカミングコンサート開催 !
7月 6日 (日)14

この度、桐朋学園芸術短期大学音楽専攻

が創立∞周年を迎える事になりました。そ

こで
"周
年を記念して 7月 6日 (日 )ポロ

ニアホールにおいて、ホームカミングコン

サートを開催する事になりました。

1月 に出演者募集のお手紙を皆様にお出

ししましたc3月 21日 にオーディションを

時～ ボロニアホール

行い正式に出演者が決定致します。卒業生

のすばらしい演奏を皆さんで応援しません

か。コンサート終了後には、なつかしい地

下食堂で久し振りに懇親会をする予定です。

皆様のご参加をお待ちしております。

これからの事はホームベージhttp●
′バ、下.

k五mne.Jp/に掲載しますので、ご覧下さい。

発  行
桐朋学園芸術短期大学

音楽専攻同窓会「桐の音J

題字 (故 )生江義男先生

発行責任者 :鮎沢、自居

ウィークエンドカレッジ <前期>

静1朋学園芸術短期大学では、一般の音楽愛好家や音楽大学を卒業後も研鑽を続けたいという方々を対象に、ウィークエ

ンドカレッジを開講します。どなたでも受講できます。生涯学習の機会として、ご活用ください。

日時 5/11(日 )5/18(日 )6/1(日 )6/15(日 )6/29(日 )7/20(日 )[予備日7/27(日 )]13:00～ 14:30

[全 6回  受講料 12,000円 ]

日日寺 1 4/27(日 )5/11(日 )5/25(日 )6/1(日 )6/15(日 )6/29(日 )[予備日7/13(日 )]11:00～ 12:30

イブニングカレッジ <前期>

仕事をしていらっしゃる方の中には平日の夜開講を求める声があり、この度「イブニングカレッジJを開講することに

なりました。ウイークエンドカレッジでもお馴染みの声楽講座は、イブニングカレッジでは趣向を変えて、グループレッ

スン形式の講座にしていますcま た、三味線の講座はどなたでもご参か1頂ける一般向けの講座としてご用意いたしまし

た。生涯学習の機会として、ご活用ください。

I ga+ | suetxl s/2s(*) 6/12(*) 6/26 (*) 7/'to(t) 7/17(*) L7,tffia7/z4m)r 19:oo-2o:3o

[全 6回/受講料 12,000円 ]

4/26(」ヒ)5/17(」ヒ)5/24(」ヒ)6/7(」ヒ)6/21(土)7/5(土 )[予備日7/19(土)]13:00～ 14:30

[全 6回/受講料 12,000円 ]

4/30(水)5/7(水 )5/21(水)6/4(水 )6/18(水)7/2(水 )[予備日7/23(水)]19:00～ 20:30

日時

[全 6回 /受講料 12,000円 ]

[全 6回/受講料 18,000円 ]

日時

[申込期間]2014年 3月 17日 (月 )～ 4月 11日 (金)郵送必着またはFAXでお願いします。 詳しくは HPをご覧下さい。
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学内演奏会

AO Ⅱ期入試
オープンキャンパス

推薦・社会人 I期 人試

定期演奏会

オープンキャンパス

冬期講習
◆

◆

◇

8月 31日 (日 )

9月  lH(月 )

li〕  |:」  (上 リ

9月 20日 (土 )

21H(H)

◆

◇

◆

◇

◆

◆

2014年度 (平成26年度)年間行事予定
個々の行事については変更の可

^能
性がありますので、短人の教学課までお問い合せ下さい

4月 2日 (木 ) 入学式

4月 12日 (土 )一 一一一―一福島県南会津町

5月 10日 (土 )

6月 6日 (金)

6月 28日 (土 )

7月 20日 (日 )

21日 (月 )

8月 2日 (:t) 一―― オープンキャンバス

伝統芸能歌舞伎公演

オープンキャンバス

γf谷理香ビアノリサイタル

オープンキャンバス

夏期講習

AO I期 入試

,「Ⅲクト子千1ち

―桐朋祭

◆ 9月 30日 (火 )

◆ 10月  5日 (日 )

◆ 10月 18日 (11)

◆ 11月 911(「 1)

● 11月 27日 (木 )

28 11(イ≧)

◆ 12月 6日 (土 )

◆ 12月 13日 (土 )

11日 (日 )

2月  8日 (日 )一 一AO Ⅲ期 ,一般 A・ 社会人Ⅱ期人試
2月 1l ll(水 )― ―オープンキャンパス

2'11911(イ ()―  卜業・1'「演奏会
3月 19日 (本 )一 一卒業・修 J´式

3月 22日 (日 )一 ―AO R・ 期・ ^般 B・ 社会人Ⅲ期人試

海 外 音 楽 研 修 旅 行
桐朋学同芸aT'豆期大学講師 森 下 俊 一

「海外音楽研修旅行』も回を重ねる中で様々な要望を頂

戴します。例え短期の研修であっても、移動を伴わず一

都市でじっくりと腰を据えて学べたらというリクエスト

にもお応えすべく、昨年は 2週間にわたリワルシャワに

滞在、ショパン音楽大学 (旧 ショパン音楽院)における
研修に臨みました。

各実技ジャンルにおける個人レッスンの受講および聴

講、ポーランド民俗舞踏 (ポロネーズ・マズルカ等)講習会、

マスタークラスやレクチュアの受講、大学主催の各種コ

ンサート等々、盛り沢山のプログラムとなりました。ショ

パンの足跡を辿る企画 (シ ョバンの生家を訪ねる日帰り

小旅行も含む)も ワルシャワ研修の魅力のひとつです。

大学の宿泊施設を利用しながらH々 研鑽に励む、謂わ

ば『短期留学」気分を味わえる旅でもあります。また、

過年度のポーランド研修を通して親交の深いステルッィ

ンスキ教授や ドウツキエヴィッチ教授、カドゥービスキ

教授のクラスが実現したのも嬉しい限りです。

さて今年も昨年と同様に、ロシア旅行社主催によリワル

シャワ (シ ョパン音楽大学)にて実施します。詳細は同封
の別添資料またはlHl窓会ホームベージをご覧ください.

―  ―
ご不明な点が ございました ら、 ロシア旅行社 (添「II恵

美 子 容 03-3238‐ 9101)ま たは私宛 mOriscitaCnlty com

(容 080-5652‐5558)お 問い合わせ ください。

カドゥービスキ教授レッスン ホーランド舞踏講習会
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出演者の約1/2が本学の卒業生である場合、
申請があればチラシ・ポスターに「後援 オ同朋

芸術短期大学同窓会『本同の音』」の記載を許可
し、当日会場に盛花を送っている。

●後援したコンサート(平成25年 )
「13月 15日 「春の宵コンサート」 武蔵野公会堂

○

川本萌美・鶴井弘子・濱田智子・升谷奈保・宮坂由子(46期 )

5月 23日 「虹“kou"二十五弦争コンサートVo 3」 リレーテル市ヶ谷ホール
花岡操聖(39期 )・内藤美和(40期 )・多田彩子(41期 )・

池杉恵里奈(42期 )・本間貴士(44期 )

7月 17日  「第2回桐の響演奏会」すみだトリフォニー小ホール
短大日本音楽争専修卒業生

● 8月 29日 「コンソートポウローニア」すみだトリフォニー小ホール
010月26日 「第8回桐コンサート」アコスタディオ

羽尻幸 浅香貴子・板倉修子・矢崎裕加子・爪川絵美子 他
「永井由比フルートリサイタル」オペラシティ小ホール

「虹 kouⅢ 二十五弦肇コンサートVo1 4～故郷を巡つて～ n広島」

本願寺別院 共命ホール
「第4回二十五弦事新曲作品演奏会」すみたトリフォニー小ホール

木村麻耶(40期 )・佐藤亜美(41期 )。 日原暢子 (41期 )・

町田光(42期 )吉葉景子(44期 )

●11月 22日

011月 30日

●11月 30日

同期会を開催する場合、申請があれば五千

円を補助する。

来各地での県人会的な同窓会の場合は要相談

本学卒業生で組織されていて、定期的に練習・勉強会を

行つている団体、サークルに対し、年額二万五千円を

上限とし補助する。但し、申請の際、役員会で活動内容

を審査し承認された団体にのみ支給、年度末には会計

報告を提出しなければならない。

同期会便り

今回は、幹事を含め10名参加のもと、前回同様、東京駅近く

のお店で開きました。介護等の諸事情で、出席したくても来

られない方が多かつたようです。参力□された皆様には、少人

数ならではの仲良し女子会的な盛り上がりで、楽しかつた

というこ意見を頂きました。この会が楽しみで、お忙しい中、

遠方から駆けつけて下さつた方もいらつしゃいました。次回

はサプライズも用意して、さらに楽しんで頂きたいと思って

おります。

TEL 03‐ 3334-2539 Ma‖ info@kirinoneJp

(≡) TJ□□EI

貝
便
り

２３
年
度

会
報
の
葉
書
に
て

２
期
　
川
田
　
寛
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ポ

ロ
ニ

ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
や
っ

て

い
ま
す
。
同
窓
生
も
沢

山
入
会
し
て
活
動
し
て
い

ら

つ
し

や
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
お
問

い
合
わ

せ
下
さ

い
。
今
年
は
８
月

２９
日

（金
）
ト
リ
フ
オ
ニ
ー

小
ホ
ー
ル
に
て
コ
ン
サ
ー

ト
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
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村
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同
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が
な
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、
年

の

せ

い
か
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々
寂
し
く
思

っ

て
お
り
ま
す
。
相
変
わ
ら

ず
、
習
字
を
習

い
な
が
ら
、

音
楽

は
自

分

で
楽

し

み
、

コ
ン
サ
ー
ト
に
行
き
、
美

術
館
、
書
道
展
め
ぐ
り
１

す
ば
ら
し
い
音
楽
、
絵
画
、

書
道
作
品
に
感
動
し
て
お

り
ま
す
。

２
期
　
山
口
　
洋
子

女
声
合
唱
団

「
ラ

・
フ
ォ

ル
ス
」
み
ん
な
で
歌

っ
て

い
ま
す
。
３
月
２９
日

（土
）

一

市

ヶ
谷

ル
ー
テ
ル
ホ
ー
ル

で
第

１
回

コ
ン
サ
ー
ト
を

致
し
ま
す
。　
一
度
見
学
に

い
ら

つ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
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に
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。
　
．
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鶴
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「
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め
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チ

ャ
レ
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す
る
こ

と
に
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ま
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続
け
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来
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る
人
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の
イ
ベ
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頑
張
り
ま
し
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。
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‐３
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こ
ち
ら
を
御
覧
頂
け
ま
す

と
お
わ
か
り
頂
け
ま
す
。

◎
桐
朋
講
座
の
講
師
ざ
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
（こ

ち
ら
は
桐
朋
の
Ｈ
Ｐ
一に
も

あ
り
ま
す
）
　

　

　

一

‐６
期
　
多
田
　
裕
子

一

毎
日
、
足
り
な
い
自
分

の
演
奏
を
見
返
り
練
習
か

ら
本
番

へ
と

の
音
楽
生
活

を
送
ら
せ
て
頂

い
て
お
り

ま
す
。
本
当

に
音
楽

に
巡

り
あ
え

て
良
か

っ
た
と
心

か
ら
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す

Ｈ
皆
様

の
お
か
げ

で
ご

ざ

い
ま
す
。

‐８
期
　
谷
川
佳
代
子

私

に
と

っ
て
音
楽
は
生

涯

の
活
動

で
す
。
生
き
が

い
で
あ
り
、
生
き
る
支
え

と
な

っ
て

い
ま
す
。

４
月

６
日

（
土
）
に
は
地
元

の

合
唱
団
で
の
演
奏
会
が
あ

り

ま

し
た
。

月

２
回
程
、

教
会

で
の
奏
楽
奉
仕

（
オ

ル
ガ

ニ
ス
ト
）
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

２８
期
　
武
田
　
流
里

今
、
地
元

の
学
童
保
育

で
指
導
員
と
し
て
働

い
て

い
ま
す
。
音
楽
指
導

は
全

く
し
ま
せ
ん
が
、
か
わ

い

い
子
供
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、

楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

３２
期
　
日
景
　
麗
子

一
時
、
家
庭

の
事
情

で

完
全

に
音
楽
か
ら
離
れ
て

し
ま

い
、　
一
般

の
お
仕
事

を
し

て
い
ま
し
た
が
、
８

年
前
完
治
し
な

い
病
気
を

患

い
、
勤
務

・
仕
事

が
出

来
な
く
な
り
、
ま
た
音
楽

に
戻
る
事

が
で
き
、

こ
の

度
、

地

元

新

潟

で
、
コ
７

フ
オ
ル

・
ジ

ュ
ル
ネ
新
潟

２
０
１
３
一父
流

ス
テ
ー
ジ

（
テ
ー

マ
は

モ
ー

ツ

ァ
ル

ト
Ｔ
に
、
学
生
時
代

に
勉

強
し
た
曲
で
出
演
致
し
ま

し
た
。

３２
期
　
田
中
　
桂
子

２
０
１
２
年

１２
月
よ
り

エ
ジ
プ
ト

の
国
立
オ
ー
ケ

ス
ト

ラ
、
カ
イ

ロ
歌
劇
場

管
弦
楽
団

の
首
席
奏
者

に

な
り
ま
し
た
。

日

々
、
オ

ペ
ラ
、
バ
レ

エ
の
演
奏

に

加
え
、
シ
ン
フ
オ
ニ
ー
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ

ヘ
の
エ
キ

ス
ト

ラ
ｏ
Ｆ
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

３６
期
　
加
藤
　
理
恵
子

「
ポ
ロ
ニ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
」

の
活
動
に
参
加
さ
せ

て

い
た
だ

い
て

い
ま
す
。

３
か
月
に
１
度

の
勉
強
会

に
皆
勤
を
め
ざ
し
て

い
ま

す
。

２
０
１
３
年

８
月
に

は
ポ

ロ
ニ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

に
出
演
し
ま
し
た
。

４‐
期
　
木
村
　
洋
哉

１
年
間
、
イ
タ
リ
ア

（主

人

の
仕
事
関
係
）
に
行

っ

て

い
ま
し
た
。
毎

日

の
よ

う

に
音
楽
会

や
パ
ー
テ
イ

で
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し

た
。
お
別
れ
の
日
に
、
「
私

を
泣
か
せ
て
下
さ

い
。
」
を

歌
い
ま
し
た
。

膵

讐

●同窓会『桐の音』で行つている補助活動

同窓会では、下記の活動に補助金を助成しています。助成を受けた団体は、会報に活動報告をお願い致します。

コンサート後援 :同期会補助         i  lサ ークル活動補助         l

痰儡靱晰・時中
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立
日

□
目

日

■

■

■

■

平
成
２５
年
１２
月
５
日

●

会
長
あ
い
さ
つ

②

会
計
よ
り
報
告

決
算
、
予
算
、
年
会
費

等
々

０

松
井
先
生
よ
り
学
校
の
現

状
の
お
話

（質
疑
応
答
）

０

出
席
者
の
方
か
ら
三
一口
い

た
だ
く

囲

員

日

■

■

■

■

平
成
２５
年
５
月
１４
日

●
）
来
年
度
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
件

②

昨
年
度
の
決
算

０

今
年
度
の
予
算

０

今
年
度
の
幹
事
会
に
つ
い
て

平
成
２５
年
７
月
３０
日

●

桐
朋
祭
に
つ
い
て

０

学
校
の
奨
学
金
に
つ
い
て

Ｏ

Ｈ
Ｐ
に
つ
い
て

０

学
校
よ
リ
ア
ン
ケ
ー
ト
の

依
頼
に
つ
い
て

平
成
２５
年
１０
月
１５
日

●

幹
事
会
の
打
ち
合
わ
せ

②

来
年
度
の
予
定
に
つ
い
て

平
成
２５
年
１１
月
１２
日

●

松
井
先
生
と
話
し
合
い

②

来
年
度
の
行
事

（
コ
ン
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囮 音楽専攻 2014年海外研修旅行
2014年 9月 1日 ～2週間
ハンガリーのリスト音楽院

卒業生も参加出来ますので、ぜひ、現役の学生と一

“

1研修旅行に行きませんか?

問い合わせ先 短大教学課
丁EL 03-3300-2111(イ t表 )

03‐ 3300‐4252(直通)

國 年会費納入のお願い

平成13年度総会で決定されました年会費も13年目

を迎え皆様にはご理解とご協力をいただいてお
'り

ま

す。今年度は1期から38期までの方々に年会費振

込み用紙を送らせていただきました。本年平成25年

度と未納の年度を記入した振込用紙が同封されて

お
'ブ

ます。

なお、ご不明な点は、会計までお間い合わせください。

美 紗

永 実

愛 子

桃 子

茉 里

48期 新規会員名簿

正 地

鈴 木

○敦 澤

中 竹

平 瀬

みのり

彩 水

幸 翔

奈 央

彩

○村 山 千 広

青 野 利英子

自 日 恭 子

島 村 理 恵

新 平 衣 里

鈴 木 友 恵

多羅尾 治 子

山 口 扶美子

赤 松 春 香

秋 元 里 美

生 澤 友紀恵

榎 本 愛 美

佐々木 美 織

鈴 木   優

薗   圭 紀

円 中 里 l■

坪 谷 牧 歩

中 澤 祥 子

長谷部 彩 音

森   日香里

伊 藤 美穂子

井 上 美 恵

大 高 真梨絵

サ11 本 恵 美

修 家 行 太

廣 野 春 香

武 藤 あけみ

高 橋

日1ヒ野

戸

野

林

本

橋

野

邊

川 武 史
(3印は代表委員

平成 25旬三度予算 (通常会言|) 桐の音 平成 24年度 決算報告 特別会言[報青

(収入の部)

前年度よりの繰越金

24年度卒業生入会金

利息

年会費 (見込み)

¥4,990,168

¥600,000

¥100

¥600.000

(収入の部)

新入会員入会金

利息

年会費

繰越金

予算案   決算額
¥570,000   ¥570,000

¥100     ¥809
¥800,000   ¥647,000

¥5,378.840  ¥5,378,840

(収入の部)

前年度繰越金

通常会計より 特別行事積立
仮受金

利息

¥6,628,893

¥800,000

¥1,000

Yl,069

合言|

(支出の部)

HP関係費
会報関係費

音楽活動費

各委員活動費

同窓生後援費

交際費

会議費

雑費 (郵送費・振込手数料)

特別会計へ

6,190,268

¥110,000

¥600,000

¥10,000

¥60,000

¥110.000

¥30,000

¥80,000

¥80,000

¥600,000

¥6.748,940  ¥6.596649 合計

(支出の部)

次年度繰越

¥7.430,962

¥7,430,962

(支出の部)

HP関係費
会報関係費

音楽活動費

各委員活動費

同窓生後援費

交際費

会議費

雑費(郵送費振込手数料)

特別行事積立(特別会計へ)

繰越金

予算案   決算額
¥110,000  ¥105.490

¥600,000  ¥525.605

¥10,000      ¥0
Y60,000   ¥18.540

¥130,000   ¥51,600

¥30,000    ¥6,000

¥80,000   ¥53,346

¥80,000   ¥45,900

¥800,000   ¥800.000

Y4.848.940  ¥4,990.168

合言ト 7ヽ430`)62

合計

次年度繰越金

¥1680,000

¥4.510.268 ¥6718910 ¥65966‐ 19

ΘΘ● ∴
同窓会のお手伝いをして下さる方、会報の編集の

お手伝いをして下さる方を募集しています。  感

警曰調臼居すみれ 
□田|::∫

|::i鴫響l

早早ll早 il早 ll早早lli「 1早早早|1早 1早早早

003-3717-2011
住所、氏名等に変更がある場合は、

代表委員長または、各期の代表委員までe

ft http://www.kirinone.jp
M info@kirinone.jp

.6ぃι湘  屁 |

facebook.    :
短大がfacebookを 開設。  |
今の短大をタイレクトな   |
情報として知ることができます。

|

是非、皆さん「いいね」を   :
よろしくお願いします。    |


